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営業外費用の発生および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21年 1月 7日の決算発表時に公表した平成 21年 2月期通

期の業績予想（平成 20年 3月 1日～平成 21年２月 28日）を下記の通り修正いたしましたので、お知ら

せいたします。 
記 

 
１． 営業外費用の発生及びその内容 

在外子会社（G－Trading RUS）において、親会社に対する買掛金に対して、ロシアルーブルの

更なる下落による為替差損を 350 百万円計上する予定であります。 

  

２． 平成 21 年２月期通期業績予想の修正（平成 20 年 3 月 1 日～平成 21 年２月 28 日） 

（１）連結業績予想 

    （単位：百万円、％）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 （A） 16,600 △355 △1,085 △1,045

今回修正予想 （B） 15,434 △684 △1,822 △1,584

増減額 （B－A） △1,166 △329 △737 △539

増減率 （％） △7.0 － － － 

（ご参考）       

前期実績（平成 20 年 2 月期） 15,568 236 223 106
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（２）個別業績予想 

    （単位：百万円、％）

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想 （A） 15,100 △290 △390 △370

今回修正予想 （B） 14,295 △524 △680 △671

増減額 （B－A） △805 △234 △290 △301

増減率 （％） △5.3 － － － 

（ご参考）       

前期実績（平成 20 年 2 月期） 15,079 261 260 147

 
2．予想修正の理由 

（１）個別業績について 
個別の通期業績予想に関しましては、平成 21年 1月 7日公表した通期業績予想に対し、当第

４四半期に入っても悪化の一途を辿った世界経済の影響と、円高による輸出市場の停滞により中

古商用車の市場環境が悪化し、売上高が減少いたしました。また、市場環境が悪化し、販売価格

が低下するなか、棚卸資産の圧縮を行った結果、全体の収益を圧迫し、前回見込んでいた水準を

更に下回る見込みとなったものであります。 
結果、売上高が 805百万円、経常利益が 290百万円、当期純利益が 301百万円下回る見通し

であります。 
 

（２）連結業績について 
連結の通期業績予想に関しましては、個別業績の修正理由に加え、ロシア経済の更なる落ち込

みにより、在外子会社（G－Trading RUS）が行う建設機械の販売が想定以上に落ち込みました。
更にロシアルーブルの下落に伴う為替差損が 1,100百万円まで拡大したため、前回見込んでいた
水準を更に下回る見込みであります。 
結果、前回予想に対し、売上高が 1,166 百万円、経常利益が 737 百万円、当期純利益が 539

百万円下回る見通しであります。 
 
 

※ 上記の予想は本資料発表時において入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の業績は 

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


